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なお， ここでいう核型施設とは地域の中核的な施設をさす。論文は以下の 6 章からなる。
第 1 章「序論」においては，本研究の目的，研究方法，関連する既往研究の概要，用語の定義などを述べているO







































3) 施設発生に影響を与える各要因の影響の度合いを明らかにし， <ショッピングセンターからの距離). <区画 ・
人口)，く用途地域)， <幹線道路・鉄道駅の有無〉の中では. <ショッピングセンターからの距離〉がショッピ
ングセンタ一周辺の施設発生に最も大きな影響を与える場合が多いことを示している o また，多変量解析によ
る予測式を用いて，将来，施設発生が見込まれるショッピングセンタ一周辺地域を対象として，施設発生予測
のケース・スタディを行い，施設分布の予測図を作成しているo
以上のように本論文は，ショッピングセンター開設に伴う周辺地域の施設分布の変化を，幅広い実態調査に基づき
捉えるとともに，施設発生の予測手法の妥当性と適用性の検討を行って高い研究成果を得ており，地域計画学研究を
はじめi 建築計画学，都市計画学などの研究領域の発展に貢献するものであり，建築工学に寄与するところが大きい。
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認める o
? ?
